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齋藤 ) 役所自体にも、一般の人達にもまだまだ知られていないと思うのでもっと広め

　　　たいですよね。働いている人であっても、人っていつどこで躓くかわからない
　　　ですよね、そういう時に安心できる制度や仕組みがあるという事が大事ですよね。
　　　親も子どもがそうなったときにどうしていいかわからないと思いますし、本人も
　　　引きこもってしまうと社会との接点を失ってしまうので孤立してしまいますよね。

　　　その時に役所だけでなく、例えばうんめぇもん市や、このやっぺす通信なども
　　　通じて知っているといいですよね。役所としてまだまだ協力できる事があるかなと
　　　思っています。

三浦 )ありがとうございます。そういっていただけるのは心強いです。ところでいつも

　　　お聞きしている質問ですが、お好きなお弁当などありましたら教えてください。

齋藤 )「塩麹入り貝ひもの塩コロッケ」は本当に食べ飽きないの？と言われるぐらい
　　　いつも買っています。職場で残業のお供にする事もありますし、次の日に温めて
　　　コロッケサンドを子どもの朝食にしたりしています。お弁当は「ちいさめうんめぇ            
　　　 弁当」をよく買っていました。ちょっとずつ色んなおかずが食べられるのと、
　　　 ごはんが少な目でいいですね。是非復活してください！

　　　それと、金華鯖の一本鮨も好きです。あれもすごくボリュームがあるので
　　　 ハーフサイズがほしいですね～。

三浦 )ありがとうございます。リクエスト承りました！ところで、先日は石川町のお好み

　　　焼きころんぶすで行った「うんめぇもん市交流会」にもお越しいただきありが
　　　とうございました。

齋藤 )この前は本当においしかったし、いろんな人と交流できて楽しかったですね。

　　　ハマハグに協力してくれている高齢者施設の方とお話したりという事があり、　

　　　自分の仕事へのヒントをいただける機会でもありました。福祉の事業をやって

　　　いる方って福祉全体の事を考えておられるので、そういう方々とつながって

　　　いけるといいなと思って勉強になりました。もちろん、ホタテやお鍋など

　　　お料理もおいしかったですし。

三浦 ) 今後も定期的に開催したいと思っていますので、是非またお越しください！

　　　では、読者のみなさんにメッセージをお願いできますか？

齋藤 )私は現地に行って応援するという事はできないですが、美味しいお弁当や海産
　　　物を買って食べる事で若者の支援や、石巻の方に復興のお役に少しでもなれば
　　　いいなと思っています。つい買いすぎちゃうんですけどね。私はよく新作が出る
　　　と買ってみんなに食べてもらったりしています。大げさに考えず、気軽に参加

　　　して続けていきたいですね。

三浦 ) 今日はありがとうございました。今後とも応援よろしくお願いします！

齋藤 真美奈

三浦 ) 今日はうんめぇもん市応援団インタビューという事でよろしくお願いします。

　　　齋藤さんにはいつもお弁当やコッペパンの販売でお世話になっているのですが、

　　　お仕事ではどのような事をされているんですか？

齋藤 ) 私はこども青少年局の子育て支援課というところにいまして、就園前児童と保護者

　　　さんの居場所づくりなどの在宅子育て支援や、幼稚園の関係が主な仕事です。

　　　また、「ハマハグ」（カードを提示すると心配り、サービスが受けられる子育て家庭

　　　を地域で応援する仕組み）事業も担当しています。

三浦 )アンパンマンのマークですね、K2のお店にも貼ってあります。ずっと福祉関係の

　　　お仕事なんですか？

齋藤 ) 実は職員の時代、係長時代は福祉の仕事はしていないんですよ。

　　　ここの前にいた旭区役所ではじめて福祉の分野に携わり、ここにきて６年目と

　　　いうことになります。市役所に入る時にはどちらかというと福祉の仕事のほうを

　　　やりたいと思っていましたが、なかなか縁がなかったのですが、この分野で働き　　

　　　たいとより強く思ったのは以前にいた男女共同参画推進課にいた時でした。

三浦 )そこではどんな影響を受けたのですか？

齋藤 ) 男女共同参画センターという施設を運営･管理する仕事でしたので、施設の職員や

　　　支援者の方とお話したり、事業を通じて当事者の方の具体的な声を聴く機会も多く、

　　　例えばお子さん連れでDV被害を受けていたりなど、女性の差別の背景にあるのは

　　　社会の仕組みなんだと思いましたし、自分自身の女性としての生きづらさについても

　　　考えさせられる事も多かったですね。その経験が今の仕事にいかされていると思って

　　　います。その時に若年無業女性の調査をしたのですが、K2の方には協議会に参加

　　　していただいていたので、K2の活動もその時から知っているんですよ。

三浦 )そうなんですね、実は最近は戸塚の男女共同参画センターでコッペパンの販売も　

　　　させていただいています。

齋藤 )それと、うんめぇもん市のお弁当との出会いは旭区役所にいた時でした。

　　　定期的にお弁当のチラシが来ていたので、普通に「おお、おいしそう！」って

　　　買っていましたよ。

三浦 )そうだったんですね。旭区にいらっしゃったんですね～。ありがとうございます。

第 10回やっぺす通信
突撃インタビュー、今回は
横浜市こども青少年局 
子育て支援部 子育て支援
課長 齋藤 真美奈様の
ところに訪問しています。

塩麹入り貝ひもの塩コロッケ金華鯖の一本鮨
¥1,200 ¥330



　12月 ･1月  うんめぇもん市の開催スケジュール
　(1月) 
   8 日 ( 日 ) 横浜消防出初式
10日 ( 火 ) 都筑区役所 (物産 )
12日 ( 木 ) 磯子区役所
17日 ( 火 ) 西区役所
19日 ( 木 ) 保土ケ谷区役所
23日 ( 月 ) 横浜市役所
25日 ( 水 ) 鶴見区役所
26日 ( 木 ) 南区役所
28日 ( 土 ) 横浜市歴史博物館
29日 ( 日 ) 横浜市歴史博物館
31日 ( 火 ) 瀬谷区役所

10:30～15:30
10:00～16:00
10:00～16:00
10:00～14:00
10:00～14:00
10:00～14:00
10:00～15:00
10:00～14:00
  9:00～16:00
  9:00～16:00
10:00～14:00

　(12月) 
   6 日 ( 火 ) 都筑区役所

   8 日 ( 木 ) 戸塚区役所

   9 日 ( 金 ) 西区役所 (物産 )

12日 ( 月 ) 横浜市役所

15日 ( 木 ) 保土ケ谷区役所

19日 ( 月 ) 鶴見区役所 (物産 )

21日 ( 水 ) 南区役所

27日 ( 火 ) 磯子区役所

10:00～16:00

10:00～14:00

10:00～14:00

10:00～14:00

10:00～14:00

10:00～15:00

10:00～14:00

10:00～16:00

◯ 作り方

１）鰹の生利節を縦半分に切り、１ｃｍの厚さに切って片栗粉をまぶす。

２）ボールにＡを入れて混ぜ合わせる。

３）フライパンに多めに油を入れ、両面を焼き熱いうちにAのたれにつける。

４）粗熱がとれたら盛り付けて完成。

【鰹の生利節のおつまみ】
(材料)
鰹の生利節　　半分
片栗粉　　　　大３　
■Ａ　　　　　　　
醤油:大３　みりん:大２　
しょうが（すりおろし）:多め
ごま:少々　とろろ昆布:少々

※予定は変更される事があります。詳しくは事務局までお問い合わせ下さい。

鰹の生利節のおつまみ

いよいよ来月にせまったＫ２石巻クリス
マスフェスタ！ステージで発表する
うたっこの練習も大詰めとなりました。
今回は、近所のかわいいお友達もじーじと
初参加してくれました～！

うんめぇもん市 交流会報告

よこはま型若者自立塾 報告 ｢Job Camp 石巻 報告｣
横浜市こども青少年局青少年育成課の事業である、よこはま型若者自立塾の短期合宿プログラム JOBCAMP石巻が 11月 4日（金）～ 11月 10 日（木）で
行われました。就職し働いた経験がある者、アルバイト経験もまだない者、相談機関への通所は出来るようになったものの、働くことに自信がなく引きこ
もっている者・・・年齢もバックグラウンドも違いますが、参加した若者たちに共通していることは、｢生きづらさを抱えている｣という点です。もう一点
JOBCAMP石巻に参加した若者たちに共通していること、それは「自立に向けて一歩踏み出したい、前に進みたい」という気持ちです。自立に向けて働か
なければならない、何か行動しなければならないと思っていても、なかなかきっかけをつかむことが出来ない、動けない…。彼らは働かない “困った若者
たち” ではなく、働きたいけど働けない “困っている若者たち”。今回の JOBCAMP石巻では、被災地見学、被災した方々との地域交流、被災した牡蠣漁師、
ホヤ漁師さんたちのもとでの就労体験、実際東日本大震災が起こった当日を知るために避難所体験を行いました。終わった後の感想では「復興は進んでい
ると思っていたけど実際にはまだまだだった」「自分にもできることがあると分かった」「初めての合宿生活だったけど、みんなに助けてもらって頑張れた」

など、実際に被災地石巻に行き、震災を自分のこととして考えて “他の人のことを考えて自分に出来ることをすること” “自分達で出来なくて困っているこ

とは助けてもらうこと” の大切さを感じられたのかもしれません。『忘れないこと、続けること、進化すること』うんめぇもん市と同様に、JOBCAMP石巻
に参加した若者たちが感じたことを忘れずに、前に向かって進み続けて、次のステップに進化していってもらえるように応援していきたいと思います。

11 月 10 日 ( 木 ) の 18：00 から、お好み焼きころんぶす石川町店にて『うんめぇもん交流会』を行いました。

今回もご参加頂いたのは、うんめえもんを応援して下さっている応援団の皆さまです。まずは女川のタラの水炊きから

スタート！捕れたて直送のぶつ切りのタラをポン酢で頂きました。

プロジェクターで映像を流しながら JOBキャンプの様子や、津波被害が大きかった大川小学校の現在の様子などを、

スタッフの福島が説明しました。5 年経過した現在でも、震災の爪痕は大きく、復興は少しづつしか進んでおらず、

まだまだこれから！という状況を報告させて頂きました。

ご参加頂いた応援団の方の中にも震災後に長期的に石巻へ滞在していた方がいらっしゃり、ニュースだけでは伝わら

ない深刻な状況のお話もたくさんして頂きました。その後は応援団の皆様から、うんめぇもん市のお弁当に関する

ご意見を頂きました。さすが応援団の皆さま、お弁当を知り尽くしていらして、詳細なご意見も多くとてもありがた

かったです。こんな熱いファンの方がいてくれることに感謝です。タラの水炊きの後には、女川のほたてのお刺身、

黒胡椒さんまの燻製、石巻モダンと美味しい石巻の幸が続き、皆さんのお顔もほっこり。なんと言っても美味しい

お料理とお酒と、一番は参加された皆様の笑顔でした！応援団の皆さまの参加が 11名、K２スタッフ 6名で、17名

での素敵な交流会となりました。ご参加頂いた応援団の皆さま、ありがとうございました。

また次回楽しみにしていて下さい。

うんめぇもん市 販売責任者　安田 光子

NPO法人ヒューマンフェローシップ よこはま型若者自立塾統括責任者　福島 竜

みえ子ガガの直伝レシピ  (ガガは石巻弁でお母さんという意味です )

女川ほたてがドドーン

今日のおしながき

石巻の現状報告
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